
プレスマシン用金型交換は、熟練技術と多大な
作業時間を要する金型交換の時代から、誰もが「安
全・簡単・スピーディ」かつ「短時間」に金型交
換ができる QDCS（Quick Die Change System）
の時代に突入した。
製造現場における人材不足や労働時間の短縮と

いった、さまざまな問題を解決する一躍を担うの
が『QDCS』で、熟練技術や専門知識がなくても
誰もが「安全・簡単・スピーディ」かつ「短時間」
に金型交換を行うことができるため、多能化や省
人化も可能だ（写真 1）。

金型を搬入出する場合、多くのプレスマシンは
上側にスライダがあるため、真上に金型をクレー
ンで吊り上げることが困難で、フォークリフトな
どで引き出す場合もボルスタと金型が密着してい
るためフォークリフトの爪が入りにくく、プレス
マシンとフォークリフトの受け渡しが困難だ。
重量物である金型交換は危険な作業を伴い、ま

た、クレーン操作の熟練技術やボルスタ上の金型
移動、位置調整といった多大な労力を要するため、

金型の搬入出には多くの作業時間も要する。
コスメックはこれらの問題を解決し、金型の搬
入出を容易にするローラを豊富にラインナップし
ている。ボルスタの U溝や T溝にダイリフタ（フ
リーローラリフタ）を設置し、プレスマシン前面
にはプリローラを設置することで、金型はローラ
上を転がすことができ、大きな金型も軽い力で移
動させることが可能となり、金型の搬入出が容易
かつスピーディになるだけでなく、安全性も格段
に向上する。
当社は「プレスマシンや工場設置場所の条件に
合わないプリローラはない」というほど多種多様
なプリローラを保有しており、ユーザーの条件に
最適なプリローラの選択が可能だ。万が一、最適
なプリローラがない場合はカスタムメイドのご要
望にも応じる（図 1）。
金型を搬入した後はボタン操作でダイリフタを
リフトダウンさせ、金型をボルスタに密着させて
金型の搬入が安全かつ容易に完了する。

金型交換を自動化

金型搬入出を安全かつ容易に！
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